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お正月にお供えしていた

鏡餅を木づちや手で割って

お汁粉やお雑煮にします。

「割る」や「切る」という言

葉は縁起が悪いので、「開く」

という言葉を使っていまし

た。 

家庭数

新しい年がスタートしました。１年間を健康に過ごすためには、

しっかり食べて丈夫なからだをつくることが第一歩です。今年も

「食」について考えていきましょう。 

「せり・なずな・ごぎょう・

はこべら・ほとけのざ・すず

な（かぶ）・すずしろ（だいこ

ん）」の「春の七草」を入れた

おかゆを食べ、1年の無病息

災を祈ります。 

★７日 七草がゆ ★１１日 鏡開き ★１５日 小正月 

昔の暦で１月１５日は、年

の初めの満月の日とされま

した。１年の健康と豊作を願

い、悪い気を払うとされた赤

い色のあずきを入れたおか

ゆやごはんを食べる習慣が

あります。 

日本は周囲を海で囲まれている島国で、南北に長い地形が特徴です。地域によって気候や風習

が異なることから、各地で様々な食文化が形成されてきました。お正月に家庭で作って食べられ

ている「お雑煮」は、地域や家庭の味が受け継がれている伝統料理の一つです。お餅の形やだし

の味など、地域や家庭ごとにお雑煮は様々です。みなさんのご家庭では、どのようなお雑煮を食

べているのでしょうか？子どもたちへ家庭の味を伝えていけるといいですね。 

東 京 

鰹節でとっただしに、醤

油の味つけをした汁です。

焼いた角餅、小松菜、鶏肉

などのシンプルな具が定番

です。 

京 都 

丸餅や里芋、大根等の入

った西京味噌の汁に花鰹を

のせていただきます。丸く

物事が収まるようにと具は

丸く切ります。 

新 潟 

大根、人参、長ねぎ、こ

んにゃく等具だくさんのお

雑煮に塩鮭を入れイクラを

トッピングした親子雑煮で

す。 


